
概要 / 目的:

ロシアのナトリウム冷却高速炉（BN 600/BN 800）

講演者紹介:

ロシアは世界のナトリウム冷却型高速炉（SFR）の開発をリードしています。ロシア
及びソ連で建設されたBR-5/BR-10, BOR-60, BN-350, BN-600, BN-800の運転時間
は計160炉年を超えており、これは世界のSFR運転経験の1/3を占めます。現在で
は試験炉BOR-60と産業炉BN-600, BN-800が運転中で、第４世代商用炉BN-1200
の設計が進行中で、多目的研究高速炉（MBIR）も建設中です。SFRの技術成熟度
及び実現可能性はBN-600の38年にわたる運転成功により実証されています。
BN-800の主な目的はクローズド燃料サイクルの実証であり、BN-1200はLWRとの
経済競争性、SFRの受動的安全系と固有安全特性による高い安全性を示すこと
です。本ウェビナーでは、BN-600及びBN-800の特徴、運転パラメータ（燃焼度、

ロードファクター等）、ナトリウム漏えいなどの経験から得た知見などを紹介しま
す。

Ilya Pakhomov氏はロシア連邦科学センターのレイプン
スキー物理電力工学研究所（IPPE）の研究室長である。2006
年 よ り 、 技 術 者 、 若手研究者 、 及 び研究室長 と
して革新的ナトリウム高速炉の開発を担当してきた。2014年、
IPPEのBN-800の科学技術支援ワーキンググループのメン

バーとなった。現在、ナトリウム高速炉の安全実験工学管理
研 究 室 の 室 長 で あ る 。 炉 心 の 運 転 要 素 、
ナトリウム火災の安全課題、及びナトリウム /水蒸気

発生器における内部漏洩の安全にかかる研究を担っている。
また、ナトリウム高速炉の R & D計画の策定にも携わ
っている。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar024


ロシアにおけるSFRの長い経験とBN-600の基本コンセプト:
SFR開発はソ連及びロシアにおいて60年以上続いており、複数のプロトタイ
プ炉、実験炉及び産業電力ユニットが運転されている。過去のSFRとBN-600
の基本的違いは、一次冷却系のプール型配置である。
BN-600は1980年から順調に稼働している。

BN-600の炉心及び稼働率:
BN-600の燃焼度設計は炉心改修により徐々に拡張されてきた。
順調な運転と研究は、最大11．1％の燃料燃焼度の設計価値上昇、
及び長寿命燃料への転換（燃料交換期間4倍）を可能とした。

2017年までの平均稼働率は74.25％であり、1982-2004年の間、稼働率は予
定された修繕のため徐々に低下した。全体の3％だけが機材故障
又は人的ミスに依るものである。故障の多くは電力供給システム及び
3次系の技術機械において起こった。SFRの運転期間は冷却システムと
使用された構造材料の互換性の良さと低腐食性を証明した。



ナトリウム漏洩:
外部及び蒸気発生系内部へのナトリウム漏洩は、運転初期の段階に
起こった。27回のナトリウム漏洩が検知され、そのうち14回はナトリウム火災が
あった。蓄積された漏洩経験は防護システムの効果性を高め、
この24年間はナトリウム漏洩は起きていない。
蒸気発生器は高い性能特性を示し、運転初期段階の17回の漏洩を除き、この

27年間系内部への漏洩なく運転している。

BN-600の主要な結果:
BN-600の運転中、1474億kWh以上の電力供給に加え、多くの目標が達成さ
れた。最も重要な結果のひとつは、ナトリウム大型機器の運転期間
及び寿命の設計パラメーターが達成可能又はそれ以上であった事である。BN-
600の寿命は2010年に10年間延長され、2020年まで再延長するための
活動が現在行われている。



BN-800の基本コンセプト:
BN-800の主要な課題のひとつは、クローズド燃料サイクルの実証で
ある。MOX及び濃縮ウラン燃料のハイブリッド炉心システムが用いられている。
BN-800はBN-600設計を基に設計されたが安全システムを含め、
いくつか新しいものを有している。BNｰ800は2017年末までに14543時間
運転し、94億kWh発電した。

ロシアにおけるSFR開発の展望及び結語:
SFR技術の開発及び向上の将来の目的に従い、クローズド燃料サイクルの
実証、SFR技術の商業化、及び大型SFR技術の実証が重要視される。




